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The Memories of Some Noteworthy Affairs in My Life 
-As an Establishing Member and Teaching Staff Member 












































































































































































まれて就職したにもかかわらず， 2 ～ 3年もすると ，
何時の間にか， もとの木阿弥に戻ってしまうのに気が
付き始めた．あれだけ手塩にかけて育てたのに，わず
か 3年も経たずして，ただの普通人と同じ程度に立ち
戻るとは一ーーーと ，教師として，遣るせ無い気持ち
になってぎたのである．
そこで，色々と原因を調べてみると， どうも卒後
の職場教育に問題があるように思えてきた．“よし，こ
の推論が正しいかどうかを正すべく，私自身で育てた
技師や秘書を使って，卒後教育がどんなに大切なもの
かを臨床検壺界に見せてやりたい I"との野望がむく
むくと私の脳裏に台頭し始めた，所謂逆転の発想であ
る．その結果，あれほど可愛がられ，かつ， 自由気儘
に短大教育企画をさせて頂いた川崎祐宣理事長や川上
学長に加えて恩師柴田進先生までも裏切ることになっ
たが，丸 8年の短期大学教貝生活に終止符を打ち， 川
崎病院時代を含めると丸14年間もお世話になった川崎
学園を去ることにした．そして，昭和56年 4月， 川崎
医療短期大学を卒業したばかりの数名の技師と 1名の
秘書科の出身者を連れて，検査部の創設のため，新設
の高知医科大学へ赴任したのである．
エピローグ
昨年の 3月に定年を迎えるまでの18年間，高知医科
大学で検査部造りに専念した．そして，パラメデイカ
ルの卒後教育とはこうしてやるものだとばかりに， 自
分達の手造りの検査システムを完成させ，我国は言う
に及ばず世界各国にその範を示すことが出米た．お陰
で，各国から多くの見学者が，わざわざ高知医科大学
まで尋ねて来られるようになった．勿論，文部省から
も毎年大勢の視察者があり，その都度ごと， 川崎医療
短大卒業の技師達を中心にシステム造りをしたことを
自慢して来たことを申し添えたい． と同時に， この柑
に二つとない川崎学園と言う最高の人生道場で，私が
若い時代に修行出来たことと ，そこを巣立った方々に
大変助けられたことに，深く感謝しつつ，筆を欄<.

